
課題
や現状

取組状況
や成果

業界初！電気自動車（EV）専業シェアリングサービスweev(ウィーブ)

取組主体：九州電力株式会社

解決策や
アイデア

業界初の電気自動車(EV)専業カーシェア事業者として、九州電力が電化推進の一環として全国展開しているプロジェクト。九電
グループでは、「電源の低・脱炭素化」と「電化の推進」に挑戦し続け、九州から日本の脱炭素をリードする企業グループを目
指す。本サービスではマンション入居者専用EVカーシェアを主軸に、パブリックEVカーシェアも展開中。

• マンション戸数に応じた適切な駐車場台数を確保したいが、敷地制約により必要駐車場

台数を確保できない

• 無理に機械式駐車場を増やすと開発費・修繕費がアップ

• 既存のカーシェアサービスは管理費で運営費を賄うため持続性がない

（中途解約が多く、苦情になるケースも）

• マンション入居者専用カーシェアを導入し、入居者の車両保有ニーズをカバー
• 当社サービスであれば、一定の導入費を支払えば管理費負担がなく、ＥＶという環境配

慮の付加価値も付くため 採用増

• 採用実績：30社以上（2025年3月時点）
• 採用ディベロッパー例：三菱地所レジデンス、積水ハウス、東急不動産等
• 防災の観点：V2Xシステムを用いた停電時のEVシェア活用モデルも構築



取組の詳細



取組の詳細

車両の調達

車両の点検・清掃・緊急対応

マンション

商業施設・自治体等

車両の保険

カーシェアシステム構築、保守

EVシェアリング
サービスの提供

協
力
会
社

設置例）オーシャン＆フォレスト タワーレジデンス(福岡市)

設置例） livedoor URBAN SPORTS PARK(東京都)



取組の詳細

〇全ての電気自動車でカーシェア可能な体制を構築 〇全ての人が電気自動車に試乗できる環境を構築



〇地域の現状
1 高い駐車場コスト：
特にマンションにおいては駐車場代が高く、車の保有コストが大きな負担となっている。

2 シェアリングエコノミーの普及：
車を「保有」せずに「共用」する動きが広がっており、カーシェアリングの需要が増加している。

〇課題解決に向けた工夫
1 マンション入居者専用サービス：
「weev」はマンション入居者専用のサービスのため、安心・安全なカーシェアリングサービス。

2 利便性の向上：
自宅マンションからすぐに車を利用できるため、利便性が高く、日常の移動がスムーズ。

3 リーズナブルな料金体系：
料金は使った分だけ支払う仕組みで、定額負担がないため、経済的。

4 環境にやさしい電気自動車の活用：
環境負荷の少ない電気自動車を使用することで、持続可能な社会の実現に貢献。

5 地域社会との連携：
地域の課題解決や持続可能なまちづくりを推進するために、九州電力は自治体や金融機関などと56の包括連
携協定を締結。また災害時の電力供給や低炭素社会の実現に向けた取り組みを行っている。

これらの工夫により、九州電力の「weev」および「weev＋」は、地域の現状に対応しつつ、持続可能な社会
の実現に向けた取り組みを進めています。

持続可能な取り組みとするためのポイント



私たちが考える「シェア」のポイント

1.コミュニティの強化：
•住民同士の交流促進: 同じマンションや地域内で車をシェアすることで、住民同士の交流が増え、コミュ
ニティの絆が強まる。 

•共同利用の意識向上: 車をシェアすることで、共同利用の意識が高まり、他のリソース（例えば、工具や
家電）のシェアリングにもつながる可能性。

2.経済的メリット：
•コスト削減: 車の購入や維持費が不要になるため、個々の家庭の経済的負担が軽減。 

•効率的な資源利用: 車を必要な時だけ利用することで、無駄な資源の消費を抑え、効率的な利用が可能。
3.環境への配慮：

•低炭素社会の実現: 電気自動車をシェアすることで、CO2排出量を削減し、低炭素社会の実現に貢献。 

•持続可能な移動手段: 環境に優しい移動手段を提供することで、持続可能な社会の実現をサポート。
4.利便性の向上：

•アクセスの良さ: 自宅近くで車を利用できるため、急な用事や買い物にもすぐに対応。 

•予約システムの活用: スマートフォンアプリを使った簡単な予約システムにより、利用者は手軽に車を予
約・利用可能。

5.地域経済の活性化：
•地元企業との連携: 地元の企業や自治体と連携することで、地域経済の活性化に寄与。 

•観光促進: 観光客向けにカーシェアリングを提供することで、地域の観光産業を支援。

これらのポイントを通じて、九州電力の「weev」および「weev＋」は、地域社会におけるシェアリングエコノ
ミーの推進と持続可能な社会の実現に貢献しています。
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